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都合により変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
診療時間外に、急病などで受診が必要なときは、
救急医療情報センター（☎36─1133・ホームページ http://www.qq.pref.aichi.jp/）に問い合わせてください。
暴風警報が発令されると休診になる場合があります。電話で確認のうえ受診してください。

14 広 報たかはま　H27.11.15

コラム 今月のテーマ
「私の介護体験③」認知症とこれから

(前回10月15日号からの続き)
デイサービスやショートステイを使いながら、認知症の義母の在宅介護生活が数年続きました。デイ
サービスには、行けば「楽しかった」と言うものの、毎回「行きたくない」と抵抗されました。楽しか
ったということを忘れてしまうのでしょうか。なだめようとしても「そんなにいい所ならあなたが行け
ばよい」と言い、家族を困らせます。しかし、迎えの職員さんが来ると180度変身し、愛想よく出かけ
ていきました。家族はいつも振り回されました…。
義母は認知症の進行とともに言葉が出にくくなり、体の動きも鈍くなったため、自宅で安全に生活す
ることが難しくなり、施設にお世話になることになりました。私たち家族は、皆で協力しできるかぎり
施設へ食事の介助に行きました。家族が行くと、義母は少し表情を緩めてくれたようです。お盆や正月
には一時帰宅する時間を作り、親せきや、ひ孫に会うのを喜んでくれました。認知症が進行しても、そ
の気持ちは変わらないんだなぁと思ったものです。
義母の介護で、思い出すことがあります。夜中にゴソゴソと動き回り、椅子やポータブルトイレなど
が家のあちこちに移動していたことを家族が責めたとき「私は好きでやっているんじゃない！」と言い
ました。同じような場面で義母はよくそう言いました。本人なりに、自分の身におきている変化に戸惑
っていたのかもしれません。衣類が汚れたと言ってポータブルトイレに衣類を詰め込んで洗おうとした
こともありましたが、「家族に面倒をかけたくない」と気を遣ったのかもしれません。理由はわかるの
ですが、判断力が低下し正しい対応ができないことは家族の負担でした。
日常生活において、本人の思いや行動の背景にある理由を一つずつ理解することは難しいですが、本
人らしさを尊重し、強制・指導しないようにすることは大切だと思っていました。そのおかげか、義母
には被害妄想というような症状はありませんでした。十分な介護ができたのかと、後悔や反省は今でも
ありますが、正解はありません。周囲の協力を得ながら、家族が義母の「老い」に寄り添うことはでき
たと思っています。

認知症についての相談
はこちらへ

いきいき広場内福祉まるごと相談グループ（いきいき広場2F）　☎52－9610
認知症介護相談（認知症の人と家族の会）平日 月～金曜日10時～16時　　☎0562－31－1911

☆高浜市歯科医師会　＜診療日＞日曜　 ＜診療時間＞9:00～12:00

☆高浜市医師会　＜診療日＞日曜および祝日　 ＜診療時間＞9:00～12:00、13:30～17:00
※ただし、12月31日の診療時間は、9:00～12:00です。
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問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線332）

「衣浦定住自立圏」は、刈谷市、知立市、高浜市および東浦町が協定を締結し、おのおのが密接に連携し、圏
域全体の安心感や利便性の向上を図ることを目的として形成されました。
具体的な取組みについては、「衣浦定住自立圏共生ビジョン」に基づき、刈谷豊田総

合病院を中核とした地域医療連携ネットワークによるさらなる医療連携強化や定住自
立圏のPR拠点「オアシス館刈谷」を中心とした連携イベント、美術館同士のチケット相
互販売の実施など、圏域全体での観光客増加をめざした各種事業に取り組んでいます。
ホームページ　http://www.city.kariya.lg.jp/teijyu/

衣浦定住自立圏の取組み

地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！

0～4歳児の不慮の事故による死亡は、本来安全なはずの家庭内でも多くおきています。
「不慮の事故」による子どもの年齢・原因別の全国での死亡数（平成25年）

赤ちゃんが自分で重い頭をあげるこ
とができないうちは、ふかふかの布

団や枕も危険なものです。また寝ているときに
は、よだれかけははずしましょう。

0～1歳児の家庭内の重傷事故発生
は90％が浴室です。入浴中は子ど

もから目を離さないようにし、使用しないとき
は、風呂場の戸はかならず閉めて鍵をかけ、2歳
になるまでは残し湯をしないようにしましょう。

薬品類は赤ちゃんの目線で手の届か
ない場所に保管し、不要になったら

早めに処分しましょう。タバコの事故は、物を
つかんだり口にしたりする生後5か月から1歳
までの時期に多発します。レジ袋で窒
息する事故も多く、小さな切れ端でも
喉に詰まらせるため注意が必要です。

ベッドから離れるときはかならず柵
を立て、スライド式の場合は１番上

まで上げましょう。
階段からの転落は頭部打撲や骨折など大きな事
故を引きおこします。ハイハイが可能な時期ま
でに、階段の上下に柵を設置し、赤ちゃんが１
人で階段に入らないようにしましょう。

1歳～9歳の死亡原因は合計で「不慮の事故」がトップ！

いま一度、家庭で確認を！

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　☎52－9871

家庭の中で、子どもを事故から守りましょう！

溺　れ

転倒・転落

窒　息

誤　飲

0歳 1～4歳 5～9歳

総数89人 総数109人 総数106人

■交通事故
■転落・転倒
■不慮の溺死・溺水
■不慮の窒息
■煙・火・火災への
　曝露
■その他

厚生労働省「平成25年人口動態統計」より

連携イベント
「きぬうら☆うらら音楽祭」
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